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問題 

３種類の記号□，△，×から成る記号列を考える。次の①～④の規則に従って得られる 

ものみを「整列した記号列」と定義するとき，Ａ～Ｇの七つの記号列のうち，「整列し 

た記号列」であるのはいくつか。 

 

① □は単独で「整列した記号列」である。 

② 「整列した記号列」の最も右にある記号が□であるとき，その右に△を一つ付け加

えたものは「整列した記号列」である。 

③ 「整列した記号列」の最も右にある記号が△であるとき，その右に×を一つ付け加

えたものは「整列した記号列」である。 

④ 「整列した記号列」の右に「整列した記号列」を続けたものは「整列した記号列」

である。 

 

Ａ □□△× 

Ｂ □□□△□ 

Ｃ □△×□△ 

Ｄ □△□△△× 

Ｅ □△×□□△ 

Ｆ □△□△×□ 

Ｇ □△△××□ 

   

1．二つ 

2．三つ 

3．四つ 

4．五つ 

5．六つ 

 

 

 

 

 

 

 

 



解説 

①の規則より、□はいくつ並んでもＯＫです。また、②，③の規則より、□の右に△、

△の右に×が並ぶのもＯＫです。さらに④の規則より、△や×の右にまた□で始まる記

号列が並ぶのもＯＫです。 

しかし、△の右に△が並んだり、×の右に△や×が並んだりするのはＮＧですから、Ｄ

とＧについては、「整列した記号列」とはなりません。 

残る５つについては、規則に従っていますので、正解は肢４です  


